
(57)【要約】

【課題】回路基板が小型化されても、回路基板に配置さ

れた複数の接続端子に対して信号ケーブルの信号線を個

別に容易かつ誤りなく接続することができる電子内視鏡

の先端部を提供すること。

【解決手段】挿入部１の先端に固体撮像素子７と回路基

板１０とが内蔵されて、挿入部１内に挿通配置された信

号ケーブル１５の先端から引き出された複数の信号線１

６が、回路基板１０に配置された複数の接続端子１７に

個別に接続された電子内視鏡の先端部において、回路基

板１０に、複数の信号線１６の最先端部分１６ａを個別

に嵌め込んでその位置決めをするための凹部１８，１８

′を、複数の接続端子１７の各々に隣接して形成した。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
挿 入 部 の 先 端 に 固 体 撮 像 素 子 と 回 路 基 板 と が 内 蔵 さ れ て 、 挿 入 部 内 に 挿 通 配 置 さ れ た 信 号
ケ ー ブ ル の 先 端 か ら 引 き 出 さ れ た 複 数 の 信 号 線 が 、 上 記 回 路 基 板 に 配 置 さ れ た 複 数 の 接 続
端 子 に 個 別 に 接 続 さ れ た 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 に お い て 、
　 上 記 回 路 基 板 に 、 上 記 複 数 の 信 号 線 の 最 先 端 部 分 を 個 別 に 嵌 め 込 ん で そ の 位 置 決 め を す
る た め の 凹 部 を 、 上 記 複 数 の 接 続 端 子 の 各 々 に 隣 接 し て 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 電 子 内
視 鏡 の 先 端 部 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 凹 部 が 、 上 記 回 路 基 板 に 形 成 さ れ た 溝 又 は 孔 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 電 子 内 視 鏡 の 先 端
部 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 挿 入 部 の 先 端 に 固 体 撮 像 素 子 を 内 蔵 す る 電 子 内 視 鏡 に お い て は 、 固 体 撮 像 素 子 の 駆 動 回
路 等 を 構 成 す る 電 子 部 品 が 取 り 付 け ら れ た 回 路 基 板 が 固 体 撮 像 素 子 の 後 側 に 隣 接 し て 配 置
さ れ 、 挿 入 部 内 に 挿 通 配 置 さ れ た 信 号 ケ ー ブ ル の 先 端 か ら 引 き 出 さ れ た 複 数 の 信 号 線 が 、
回 路 基 板 に 設 け ら れ た 複 数 の 接 続 端 子 に 個 別 に 接 続 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 、 ２
） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － ２ ８ ５ ０ １ ８
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ９ － １ ９ ２ ０ ９ ２
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 述 の よ う な 従 来 の 電 子 内 視 鏡 に お い て は 、 回 路 基 板 に 多 数 の 接 続 端 子 が 並 ん で 形 成 さ
れ て い て 、 信 号 ケ ー ブ ル の 先 端 か ら 引 き 出 さ れ た 複 数 の 信 号 線 が 各 接 続 端 子 に 半 田 付 け 等
に よ り 個 別 に 接 続 固 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 技 術 の 進 歩 等 に よ り 固 体 撮 像 素 子 が 小 型 化 さ れ る の に 伴 っ て 、 回 路 基 板 が 小 型
化 さ れ て 隣 り 合 う 接 続 端 子 間 の 間 隔 が 接 近 し 、 そ の 結 果 、 各 信 号 線 と 接 続 端 子 と を 顕 微 鏡
観 察 下 に 位 置 決 め を し て 半 田 付 け し な け れ ば な ら な く な り 、 作 業 が 非 常 に 難 し く て 、 僅 か
な 不 注 意 等 に よ っ て 、 半 田 付 け 不 良 や 、 隣 の 接 続 端 子 と の シ ョ ー ト 等 が 発 生 す る 場 合 が あ
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 回 路 基 板 が 小 型 化 さ れ て も 、 回 路 基 板 に 配 置 さ れ た 複 数 の 接 続 端 子 に
対 し て 信 号 ケ ー ブ ル の 信 号 線 を 個 別 に 容 易 か つ 誤 り な く 接 続 す る こ と が で き る 電 子 内 視 鏡
の 先 端 部 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 は 、 挿 入 部 の 先 端 に 固 体 撮 像
素 子 と 回 路 基 板 と が 内 蔵 さ れ て 、 挿 入 部 内 に 挿 通 配 置 さ れ た 信 号 ケ ー ブ ル の 先 端 か ら 引 き
出 さ れ た 複 数 の 信 号 線 が 、 回 路 基 板 に 配 置 さ れ た 複 数 の 接 続 端 子 に 個 別 に 接 続 さ れ た 電 子
内 視 鏡 の 先 端 部 に お い て 、 回 路 基 板 に 、 複 数 の 信 号 線 の 最 先 端 部 分 を 個 別 に 嵌 め 込 ん で そ
の 位 置 決 め を す る た め の 凹 部 を 、 複 数 の 接 続 端 子 の 各 々 に 隣 接 し て 形 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 な お 、 凹 部 が 、 回 路 基 板 に 形 成 さ れ た 溝 又 は 孔 で あ っ て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 回 路 基 板 に 、 複 数 の 信 号 線 の 最 先 端 部 分 を 個 別 に 嵌 め 込 ん で そ の 位 置
決 め を す る た め の 凹 部 を 、 複 数 の 接 続 端 子 の 各 々 に 隣 接 し て 形 成 し た こ と に よ り 、 信 号 線
を 回 路 基 板 に 接 続 す る 作 業 を 行 う 際 に は 、 信 号 線 の 最 先 端 部 分 を 凹 部 に 嵌 め 込 む こ と で 信
号 線 が 接 続 端 子 に 対 し て 位 置 決 め さ れ る の で 、 回 路 基 板 が 小 型 化 さ れ て も 、 回 路 基 板 に 配
置 さ れ た 複 数 の 接 続 端 子 に 対 し て 信 号 ケ ー ブ ル の 信 号 線 を 個 別 に 容 易 か つ 誤 り な く 接 続 す
る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 挿 入 部 の 先 端 に 固 体 撮 像 素 子 と 回 路 基 板 と が 内 蔵 さ れ て 、 挿 入 部 内 に 挿 通 配 置 さ れ た 信
号 ケ ー ブ ル の 先 端 か ら 引 き 出 さ れ た 複 数 の 信 号 線 が 、 回 路 基 板 に 配 置 さ れ た 複 数 の 接 続 端
子 に 個 別 に 接 続 さ れ た 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 に お い て 、 回 路 基 板 に 、 複 数 の 信 号 線 の 最 先 端
部 分 を 個 別 に 嵌 め 込 ん で そ の 位 置 決 め を す る た め の 凹 部 を 、 複 数 の 接 続 端 子 の 各 々 に 隣 接
し て 形 成 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
　 図 ２ は 電 子 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 先 端 部 分 を 示 し て お り 、 細 長 い 可 撓 管 状 に 形 成 さ れ た 挿 入
部 １ の 最 先 端 部 分 に 先 端 部 本 体 ２ が 連 結 さ れ 、 そ の 先 端 部 本 体 ２ の 最 先 端 面 に 観 察 窓 ３ と
照 明 窓 ４ 等 が 配 置 さ れ て い る 。 ５ は 、 照 明 窓 ４ の 後 方 に 配 置 さ れ て い る ラ イ ト ガ イ ド フ ァ
イ バ バ ン ド ル で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 観 察 窓 ３ の 奥 の 先 端 部 本 体 ２ 内 に は 、 対 物 光 学 系 ６ が 配 置 さ れ て い て 、 そ の 対 物 光 学 系
６ に よ る 被 写 体 の 投 影 位 置 に 、 例 え ば Ｃ Ｃ Ｄ （ 電 荷 結 合 素 子 ） 等 か ら な る 固 体 撮 像 素 子 ７
の 受 光 面 ７ ａ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 実 施 例 に お い て は 、 対 物 光 学 系 ６ の 光 軸 と 先 端 部 本 体 ２ の 軸 線 と が 平 行 に な る よ う
に レ イ ア ウ ト さ れ て い て 、 固 体 撮 像 素 子 ７ の 受 光 面 ７ ａ は 対 物 光 学 系 ６ の 光 軸 に 対 し て 垂
直 の 向 き に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ の よ う な 対 物 光 学 系 ６ と 固 体 撮 像 素 子 ７ を 保 持 す る 撮 像 部 保 持 枠 ８ は 、 先 端 部 本 体 ２
に 軸 線 と 平 行 方 向 に 形 成 さ れ た 貫 通 孔 内 に 嵌 挿 固 定 さ れ て い て 、 撮 像 部 保 持 枠 ８ 内 に は 、
固 体 撮 像 素 子 ７ の 駆 動 回 路 等 を 構 成 す る 電 子 部 品 が 取 り 付 け ら れ た 例 え ば 積 層 セ ラ ミ ッ ク
製 の 回 路 基 板 １ ０ が 、 固 体 撮 像 素 子 ７ の 後 側 に 隣 接 し て 収 容 さ れ て い る 。 １ １ は 、 固 体 撮
像 素 子 ７ か ら 後 方 に 延 出 し て 回 路 基 板 １ ０ 側 に 接 続 さ れ た リ ー ド 。 １ ２ は 、 リ ー ド １ １ の
中 間 部 分 の 外 面 に 沿 っ て 配 置 さ れ た 絶 縁 板 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 １ ５ は 、 固 体 撮 像 素 子 ７ で 撮 像 さ れ た 内 視 鏡 観 察 画 像 の 撮 像 信 号 等 を 伝 送 す る た め に 挿
入 部 １ 内 に 軸 線 と 平 行 方 向 に 全 長 に わ た っ て 挿 通 配 置 さ れ た 信 号 ケ ー ブ ル で あ り 、 そ の 内
部 に は 多 数 の 信 号 線 １ ６ が 挿 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ し て 、 信 号 ケ ー ブ ル １ ５ の 先 端 か ら 前 方 に 延 出 す る 各 信 号 線 １ ６ の 先 端 部 分 の 絶 縁 被
覆 が 剥 が さ れ て 、 露 出 導 線 １ ６ ａ が 、 回 路 基 板 １ ０ の 後 端 付 近 に 配 列 さ れ て い る 複 数 の 接
続 端 子 １ ７ に 個 別 に 半 田 付 け 等 に よ っ て 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ の よ う な 回 路 基 板 １ ０ に は 、 III－ III断 面 を 図 示 す る 図 ３ 及 び そ の 部 分 の 拡 大 斜 視 図
で あ る 図 １ に も 示 さ れ る よ う に 、 各 信 号 線 １ ６ の 露 出 導 線 １ ６ ａ の 最 先 端 部 分 を 個 別 に 嵌
め 込 ん で 回 路 基 板 １ ０ に 対 す る 位 置 決 め を す る た め の 信 号 線 嵌 め 込 み 溝 １ ８ （ 凹 部 ） が 、
複 数 の 接 続 端 子 １ ７ の 各 々 に 隣 接 し て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 な お こ の 実 施 例 に お い て は 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 回 路 基 板 １ ０ の 断 面 形 状 が 矩 形 に
形 成 さ れ て い て 、 そ の 四 側 面 の 各 々 に 信 号 線 嵌 め 込 み 溝 １ ８ （ 及 び 接 続 端 子 １ ７ ） が 横 並
び に 配 列 さ れ て い る 。 た だ し 、 そ の 他 の 配 列 、 形 状 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 回 路 基 板 １ ０ は 、 接 続 端 子 １ ７ が 配 置 さ れ て い る 後 端 付 近 の 部 分 が 信 号 線 嵌 め 込 み 溝 １
８ の 溝 底 と ほ ぼ 同 面 に な る よ う に 低 く 形 成 さ れ て い て 、 各 信 号 線 嵌 め 込 み 溝 １ ８ は 、 そ の
後 端 側 が 接 続 端 子 １ ７ の 前 端 縁 の 中 心 位 置 に 開 口 す る 状 態 に 、 接 続 端 子 １ ７ と 向 き を 合 わ
せ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 し た が っ て 、 信 号 ケ ー ブ ル １ ５ の 信 号 線 １ ６ を 回 路 基 板 １ ０ に 接 続 す る 作 業 を 行 う 際 に
は 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 信 号 線 １ ６ の 露 出 導 線 １ ６ ａ の 最 先 端 部 分 を 信 号 線 嵌 め 込 み
溝 １ ８ 内 に 嵌 め 込 む こ と に よ り 、 露 出 導 線 １ ６ ａ が 接 続 端 子 １ ７ の 中 心 を 通 る 状 態 に 位 置
決 め さ れ る の で 、 そ の 状 態 で 露 出 導 線 １ ６ ａ を 接 続 端 子 １ ７ に 半 田 付 け す れ ば 、 各 信 号 線
１ ６ を 接 続 端 子 １ ７ に 対 し て 容 易 に 接 続 す る こ と が で き 、 隣 の 接 続 端 子 １ ７ と の シ ョ ー ト
や 半 田 付 け 不 良 等 が 発 生 し 難 い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、
接 続 端 子 １ ７ に 対 す る 信 号 線 １ ６ の 露 出 導 線 １ ６ ａ の 位 置 決 め を 行 う の に 、 信 号 線 嵌 め 込
み 溝 １ ８ に 代 え て 信 号 線 嵌 め 込 み 孔 １ ８ ′ を 形 成 し て も よ く 、 要 は 、 信 号 線 １ ６ の 露 出 導
線 １ ６ ａ の 最 先 端 部 分 を 嵌 め 込 ん で 接 続 端 子 １ ７ に 対 し て 位 置 決 め を す る こ と が で き る 凹
部 で あ れ ば よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 の 信 号 線 接 続 部 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 の 図 ２ に お け る III－ III断 面 図 で あ
る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 の 信 号 線 接 続 部 の 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 １ 　 挿 入 部
　 ２ 　 先 端 部 本 体
　 ７ 　 固 体 撮 像 素 子
　 １ ０ 　 回 路 基 板
　 １ ５ 　 信 号 ケ ー ブ ル
　 １ ６ 　 信 号 線
　 １ ６ ａ 　 露 出 導 線
　 １ ７ 　 接 続 端 子
　 １ ８ 　 信 号 線 嵌 め 込 み 溝 （ 凹 部 ）
　 １ ８ ′ 　 信 号 線 嵌 め 込 み 孔 （ 凹 部 ）
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